






陳情への対応⑤

曲がった標識をすぐに復旧（紅雲町内）

スポーツ環境整備

日吉体育館へ新
しい卓球台を２台
入れ、今年は大渡
体育館へ新しい
卓球台を２台入れ
ました。今後もス
ポーツ環境の整
備に努めていきま
す。

陳情への対応⑥

前橋ラグビースク
ールから要望頂
いた、河川敷ラグ
ビー場の犬等の
注意看板。散歩
で糞をそのまま
にしたり、せっかく

前橋ラグビースク
ールから要望頂
いた、河川敷ラグ
ビー場の犬等の
注意看板。散歩
で糞をそのまま
にしたり、せっかく
の芝を掘り返すのが発見され、
子供たちが練習の際に衛生的に
よくないことから設置。

の芝を掘り返すのが発見され、
子供たちが練習の際に衛生的に
よくないことから設置。

陳情への対応⑨

破損したポールコーンの復旧。
（紅雲町）

陳情への対応⑧

草木が生い茂り、蚊がひどかった
ことから剪定を市へ要望（大手町内）

陳情への対応④

破損したガードレールを早急に
対応するよう市へ要望（南町内） ビクター跡地（大渡町）

広大なビクターJVC跡地については、
既に建設してあるニチガスのガスステ
ーションをはじめ、福山通運の配送セ
ンターや群電など４社が入る予定。今
後も企業誘致を進めていきます。

広大なビクターJVC跡地については、
既に建設してあるニチガスのガスステ
ーションをはじめ、福山通運の配送セ
ンターや群電など４社が入る予定。今
後も企業誘致を進めていきます。

陳情への対応③

１月１６日

まで亀泉や大胡で処分して
いた同組合の方々などは方法が変わるの
で聞いてきました。ちなみにリニューアルす
る六供も耐用年数は15年程とのこと。
その後は延命は不可で新工場を建設する
しかないようです。

畳組合の方々と延命工
事中の六供の清掃工場
へ。平成31年度に亀泉
と大胡の清掃工場の閉
鎖が決まっており、その
ゴミも含め可燃ゴミはこ
こ六供に集約される。集
約されることで稼働コス
トの削減に繋がるが、今

１月１６日

卓球女子の日本代表監督である星野（旧姓
馬場）監督が前橋の子供たちに卓球の指導
へ来橋。今後も児童のスポーツ強化に努めて
いきます。

高校生への主権者教育

高校生へ市議会議員が普段何
をしているのか、議会とはどん
な役割を果たしているのか伝
える活動もしている。

高校生へ市議会議員が普段何
をしているのか、議会とはどん
な役割を果たしているのか伝
える活動もしている。 ４月３日４月３日

日本代表監督が前橋へ

卓球女子の日本代表監督である星野（旧
姓馬場）監督が前橋の子供たちに卓球の
指導へ来橋。今後も児童のスポーツ強化に
努めていきます。

卓球女子の日本代表監督である星野（旧
姓馬場）監督が前橋の子供たちに卓球の
指導へ来橋。今後も児童のスポーツ強化に
努めていきます。

1月１2日1月１2日

活動報告会

７月１日

５月２８日　定期的に行ってい
る市政報告会。前橋
市ではどんな事業
をはじめたのか、予
算決算の状況や、つ
つみはじめ議員活
動の報告をプロジェ
クターを使ってわか
りやすく伝えていき
ます。

　定期的に行ってい
る市政報告会。前橋
市ではどんな事業
をはじめたのか、予
算決算の状況や、つ
つみはじめ議員活
動の報告をプロジェ
クターを使ってわか
りやすく伝えていき
ます。

７月１日

５月２８日

陳情への対応⑦

家と道路の境界部が劣化による陥
没が発見されたことから、すぐに補
修を行いました（千代田町内）

陳情への対応②

車椅子やベビーカーがスムーズ
に入れるように要望（敷島公園）

陳情への対応①

未舗装の道路からホコリがたつこ
とから舗装を要望（元総社町内）

後援会研修旅行②

醤遊王国研修
日本酒宴会ツアー

１１月22日１１月22日

後援会研修旅行①

森のビール園研修
鬼怒川ライン下りツアー

１１月１3日１１月１3日

・旧中央小学校跡地の防犯対策のため、草木      
　の手入れを図られたい。
・中川地区内の標識設置や交差点等の交　通　
　安全対策を早期に図られたい。
・日吉体育館の暗幕カーテンの設置を図られた
　い。
・粕川西部グラウンドの少年用のサッカーゴー　
　ル老朽化に伴う、新設を図られたい。
・利根川敷島緑地ラグビー場の散水水道栓の　
　布設と拡充を図られたい。
・茶道や日本舞踊といった文化の継承を学校　
　活動へ積極的に取り入れていくよう　　図られ　
　たい。
・前橋プラザ元気２１から中心商店街への回遊　
　策の向上を図られたい。
・桃井小学校地区における地域包括支援シス　
　テムの整備を図られたい。

年度末も近づき、

来年度への予算要求へ！

活動報告会

11月2１日

　定期的に行って
いる市政報告会
。11月にはは、企
業者向けの勉強
会も実施しまし
た。

11月2１日

12月1２日12月1２日上
半
期

上
半
期

上
半
期

下
半
期

下
半
期

下
半
期

消防団員として！

2年に1度の前橋市
消防団ポンプ操法大会へ
選手として出場！

６月３日６月３日



記載はほんの一部です。本会議開会期間や陳情対応、現場確認から打ち合わせ、祭りや廃品回収などの様々な地域行事、消防団や
卓球協会、高校同窓会などの所属団体での活動等、その他での活動は記載しておりません。詳しくはホームページをご覧ください。

消防団員として、防災士として、総務常任委員会の副委員長として、消防団員として、防災士として、総務常任委員会の副委員長として、消防団員として、防災士として、総務常任委員会の副委員長として、

　　思い起こせば今年は災害の多い年です。
６月の大阪北部地震、７月の西日本豪雨災
害、８月の台風２１号、そして９月の北海道い
ぶり東部地震、またこの夏の災害的な猛暑も
そのひとつです。防災士として、防災減災
に繋げていきます。

　　思い起こせば今年は災害の多い年です。
６月の大阪北部地震、７月の西日本豪雨災
害、８月の台風２１号、そして９月の北海道い
ぶり東部地震、またこの夏の災害的な猛暑も
そのひとつです。防災士として、防災減災
に繋げていきます。

防災対策を要望防災対策を要望防災対策を要望防災対策を要望！！！！

７月４日視察

旧日赤病院の跡地、いつ？どうなる？
　　去る、１２月４日に、中川地区自治会連合会の会長はじめ、地区の各自治会長とともに跡地活用に関する要
望書を市長へ提出させていただきました。私も同席させていただき、新病院移転後の跡地活用について要
望させていただきました。あれから半年余りが過ぎ、先日、朝倉町の新病院へ移転が無事に完了し、地元地
域では大病院の引越しの話題から、跡地における新事業に関心が移っております。
　地元地域では「旧病院はいつ解体されるのか」「次の建物はいつ建つのか」「具体的になにが建つのか」そん
な不安や期待が交錯する中で、現在は、医療施設誘致のほか、事業者提案で賃貸住宅となっている居住機
能について、戸数の拡充、さらには生涯定住を見据えた分譲タイプの導入可能性等を優先交渉権者と検討
しており、秋ごろに予定される解体工事と、平成３１、３２年度で行う詳細設計及び施設整備工事を経て、平成
３３年度の開業に向けて進めています。
　地元で要望しております、医療施設の誘致においては是非ともお願いするとともに、高齢化率の高い、中川
地区において居住機能の拡充を是非ともお願い致します。また地元への説明会をしっかりと行い、今まで以上
の地域環境となるようよろしくお願いします。

　　去る、１２月４日に、中川地区自治会連合会の会長はじめ、地区の各自治会長とともに跡地活用に関する要
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　地元地域では「旧病院はいつ解体されるのか」「次の建物はいつ建つのか」「具体的になにが建つのか」そん
な不安や期待が交錯する中で、現在は、医療施設誘致のほか、事業者提案で賃貸住宅となっている居住機
能について、戸数の拡充、さらには生涯定住を見据えた分譲タイプの導入可能性等を優先交渉権者と検討
しており、秋ごろに予定される解体工事と、平成３１、３２年度で行う詳細設計及び施設整備工事を経て、平成
３３年度の開業に向けて進めています。
　地元で要望しております、医療施設の誘致においては是非ともお願いするとともに、高齢化率の高い、中川
地区において居住機能の拡充を是非ともお願い致します。また地元への説明会をしっかりと行い、今まで以上
の地域環境となるようよろしくお願いします。

　　今年４月に地元新聞社が行った県内企業アンケート調査では、９割の企業が人手不足と回答しており
、中小企業における人材確保が困難な状況が浮き彫りとなっています。私自身も商工会議所の青年部
の会員として強く感じているところではありますが、こうした中で、本市においても今年度から「ＩＴ化推進
補助金」を新設しました。
　この補助金は、６月１日から申請の受付を開始したところ、およそ１週間で当該補助金の予算額に達しま
した。これまでの申請内容を申し上げますと、手書き帳簿の管理からパソコン及びソフトウェアの導入で電
子化する事業や、タブレット端末を活用したＰＯＳの導入など、６０件の申請があり、補助金総額は１，０００
万円ですが、投資総額にすると３，５００万円あまりの設備導入を見込む内容となっております。
　世の中では、IOTやAI、またビックデータやセキュリティ対策など技術革新が進んでおりますが、地方の
中小零細企業ではなかなか今すぐにその段階へおいつく知識や設備がありません。こういった補助の後
押しの中で、近づいていけるきっかけになればと感じます。また、わずか1週間で予算に達してしまったと
のことで、まだまだ検討されていた方もいらっしゃったかと思いますことから、来年度も事業の継続をご検
討頂けるようお願いします。

希望する幼稚園・保育園に入園するために！
　　　平成３０年４月１日時点の本市の入所保留児童は１５６名のうち、年齢別では０歳児３０名、１歳児１０３名、
２歳児２０名と、３歳未満児で１５３名とほとんどを占めている状況です。また、地区別の状況では、東や元総
社等の利根西地区、本庁管内、大胡地区などで入所保留が多くなっている状況です。平成３０年度の入
所の一次募集及び二次募集で入所保留になりました保護者約２５０名に対しまして、利用可能な保育所
等の情報の提供を行うとともに、保育コンシュルジュによる相談等を実施するなど、保護者の意向を丁寧に
確認しながら入所のマッチングを進めましたが、最終的には９名の児童が待機という結果となりました。
　当面の対応についてですが、主に入所の情報提供、施設整備による入所定員の増、保育士の確保の３点
です。１点目の入所の情報提供についてですが、保護者の方に利用可能な保育所等の情報をタイムリーに
提供できるように、今年５月から翌月の保育所等の空き状況（入所可能施設）を市のホームページに掲載
し、入所できる可能性がより高い施設を見つけられるように改善いたしました。２点目は、平成３１年度の入
所にあたって、平成３０年度の施設整備に伴う定員枠の増加によりまして、平成３１年４月には３歳未満児の
定員枠を８５人拡大する予定となっており、特に入所保留の多かった東地区、本庁管内、大胡地区で重点
的に整備をいたします。３点目は、潜在保育士の掘り起こしとしての復職セミナーの実施や保育士の子ども
の保育所利用に対する優先利用など、保育士の確保に向けた支援を行ってまいります。  

中小企業への補助金対策

一中地区における防災備蓄

二次避難所開設までの流れ

　総合防災マップでも一次避難所と二次避難所とで分けて掲載しており
ますが、それぞれの役割は理解しつつも、市民の方からは「災害発生
時に二次避難所に避難してはいけないのか」「夜間等、二次避難所は
解錠空されているのか」「一次避難所より二次避難所のほうが近いのだ
が」という声を今も聞きます。
　地元地域では、桃井小学校をはじめ、第一中学校、城南小学校が
二次避難所の指定を受けておりますが、二次避難所の開設までの流れ
は、避難所ごとに予め２名ずつ避難所参集職員を指名しており、避難
所の鍵を保有するようにしています。地震であれば震度５強以上を観測
した場合に、また水害の場合は避難情報を発令する時点で、避難所参
集職員が担当する避難所に向かい、避難所を開設する体制をとってい
ます。
　つまり一次避難所においては、職員がくるわけではなく、自分たちで門
扉を開け、一時的に留まる場であり、当然に体育館や校舎へ入れるわ
けではありません。二次避難所においても職員の方がくるまでは同様の
対応となることから、避難所開設までタイムリーに動いて頂くようお願い
するとともに、発災時が夜間や悪天候時のことも考えられることから、避
難されてきた方が安心して過ごせるようお願いします。

　　　地元地域である第一中学校の周辺地域でも、高齢者や被災された場所柄、指定避難所でなく、地域の公民
館等に避難する方もいらっしゃると思います。しかし、地元自治会が公民館等で備えている備蓄だけでは十分でな
い可能性も考えられます。
　食糧や毛布等の備蓄に関しては、市では指定避難所に防災倉庫を整備し備蓄しています。食糧や水について
は、一箇所当たり一律に７００人の避難者を想定し、１日分に相当する量を備蓄しているほか、毛布等の生活用
品についても相当数をストックしています。これらの備蓄品は、基本的には市の指定避難所で使用することを前
提に備蓄しているものですが、地域の避難所で備蓄品に不足が生じているような場合には、これらを融通して補
うほか、外部から寄せられた支援物資を配分することになっています。このように、指定避難所は、物資供給の
拠点としての機能を有するほか、災害対策本部から伝達された情報の発信、また地域情報収集の拠点としての
役割も担うことになっています。
　高齢者はじめ、避難行動要支援者の方も自宅はもちろん、近隣の公民館や公園などに避難している方も多数
いるので、できるだけ多くの方に支援が届くようなシステムとなるようお願いします。
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旧日赤病院跡地旧日赤病院跡地

第３回定例会

７月～９月の主な政務活動等

つつみはじめ　拡大市政報告会　7/1
長岡市・富山市　行政視察　7/2-4
自民党政経セミナー　7/6
七夕まつり　7/7
札幌市・小樽市　行政視察　7/24-26
利根川治水同盟大会　8/3
戦没者追悼式　8/15
わくわくこども祭り　8/18
群馬県市議会議員研修会　8/23
土地家屋調査士会　懇談会　8/25
市立前橋　定期演奏会　8/27
第三回定例会　総務常任委員会　9/14
共愛学園創立130周年記念式典　9/22
桃井地区グランドゴルフ大会　9/23
酒井雅樂頭教養講座　9/24
前橋祭り全体会議　9/26
第四保育所　運動会　9/29



第４回定例会第４回定例会

旧中央小学校跡地の防犯対策！

　　空き施設になったこともあり、日が暮れると、以前と比べ人の出入りがなかったり、建物も真っ暗であること
から、周辺の方からは防犯面での不安の声もあります。
　　そこで校舎等における火災や盗難、その他の事故を未然に防ぎ、施設の安全性を確保するため、警備会
社に警報装置による機械警備を委託しております。また、校舎や体育館の外回り、敷地やその周辺の見回り
や除草などについては、シルバー人材センターに委託しております。通常は週１回のペースで、10月から12
月下旬までは週3回のペースで実施しており、この際に施設に異常を発見した場合は、直ちに教育施設課に
報告するなど、安全管理を行っています。　　　　　　　　　　　　　
　　校舎や校庭は広く、地域住民の方だけでは、生い茂った雑草や高木まで手入れが行き届きません。今後
も維持管理を徹底いただき防犯対策に努めていただくようよろしくお願いします。

馬場川をはじめとした水路の活用を！

　現在、広瀬川を中心に川の流れを利用したイベントや河畔整備、それ
に伴う景観形成条例の制定など、広瀬川はソフトとハード両方の充実し
た取組みが始まっており、活性化の一躍を担うことと期待しております
が、馬場川等、他にも水路はあり、公共空間やその歴史をまちづくりに活
用すべきであると考えます。
　　かつては、馬場川に利根川が流れており、現在も中央通りの坂下に

10月～12月の政務活動等

前橋第一中学校　体育大会　10/2
前橋まつり　10/5・6
北見市・網走市　行政視察　10/10-12
京丹後市・横浜市　行政視察　10/17-19
総務常任委員会　10/22
アーバンデザインワークショップ　10/26
桃井地区グランドゴルフ大会　10/28
東阿部流　煎茶会　10/28
東京研修会　10/31
タウンミーティング　10/31
水俣市・吹田市　行政視察　11/6-8
前橋市農業まつり　11/10
総務常任委員会　11/20
マイドリームアワードin前橋　11/23
群馬イノベーションアワード　12/1
自動運転勉強会　12/3
農政懇話会　12/10
情報通信講演会　12/20

記載はほんの一部です。本会議開会期間や陳情対応、現場確認から打ち合わせ、祭りや廃品回収などの様々な地域行事、消防団や
卓球協会、高校同窓会などの所属団体での活動等、その他での活動は記載しておりません。詳しくはホームページをご覧ください。

旧中央小学校に投票所を設置！

旧日赤病院は建物解体いつ解体するのか！

　　建物の解体予定については、６月の第２回定例会の際にも質問をさせていただきましたが、その際、解体
については秋頃を予定いると答弁いただきました。あれから12月を迎えた今、改めて、建物解体の予定につ
いて、前橋赤十字病院が施工することで調整しており、病院側からは、本年度内に解体工事の手続きを開
始する予定です。
　　今後、解体、そして施設の建設等進んでいくことを期待しておりますが、周辺住民への理解は重要になっ
てくると感じます。地元地域にも丁寧に、また速やかに説明会を開催いただきますよう改めて要望させて頂
きます。

旧中央小、旧中央小、旧中央小、旧中央小、

市立前橋高校の募集定員の見直しは！
　　少子化による中学校卒業見込者の減少により、県立前橋高校と前橋女子高校では、平成３
０年度の入学者から募集定員を削減し、前橋商業高校においても平成３１年度の入学者から削
減すると聞きました。こういった流れの中で、市立前橋高校においても今後さらに少子化が進め
ば、それとともに入学希望者が減少していくことは想定されます。今まで以上に、高校も選ばれ
る時代になっていく中で、県内でもいろいろな特色を持った高校が増えてきており、万が一募集
定員の見直しを検討する段階になったときは、早い段階から時間をかけて、今後も特色ある学
校づくりに努めて頂くようお願いします。

重要給水施設管路耐震化事業について

　　重要給水施設管路耐震化事業は、災害時に重要な拠点となる病院や防災拠点など、給水
優先度が特に高い施設へ給水する管路について、優先的に耐震化の促進に務めることとして
おります。
　　そこで、本市におきましても災害発生時に情報収集や陣頭指揮など災害対応の中心的な役
割を担う災害対策本部である、県庁、市役所、消防局、水道局及び各支所など８つの行政機
関、また中心的な防災物流拠点であるヤマダグリーンドーム前橋、そして災害発生時に地域の
初期救急の中心となる災害拠点病院である前橋赤十字病院、群馬大学医学部附属病院、済
生会前橋病院、群馬中央病院の４つの医療機関など合計１３施設を対象とし、本事業により、重
要施設の災害時における断水リスクが大幅に減少することから、危機管理対策という点で非常
に効果が高い事業であると考えております。

　　今期最後の定例会は11月28日から12月14日までの17日間開催されました。来年度へ
向けての要望も含め、地元地域の課題を中心に質問をしました。
　　今期最後の定例会は11月28日から12月14日までの17日間開催されました。来年度へ
向けての要望も含め、地元地域の課題を中心に質問をしました。

旧日赤病院、旧日赤病院、旧日赤病院、旧日赤病院、
地元の課題をひとつひとつ解決!

中心市街地…中心市街地…中心市街地…中心市街地…
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　　来年には統一地方選挙を控え、本市でも複数の選挙が予定されております。投票率は年々低下し、また
中心部では急速な高齢化も進む中で、少しでも近場に投票所があることは大切です。今後の利活用が決
定するまでは投票所として利用できるようよろしくお願いします。
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０年度の入学者から募集定員を削減し、前橋商業高校においても平成３１年度の入学者から削
減すると聞きました。こういった流れの中で、市立前橋高校においても今後さらに少子化が進め
ば、それとともに入学希望者が減少していくことは想定されます。今まで以上に、高校も選ばれ
る時代になっていく中で、県内でもいろいろな特色を持った高校が増えてきており、万が一募集
定員の見直しを検討する段階になったときは、早い段階から時間をかけて、今後も特色ある学
校づくりに努めて頂くようお願いします。

中心市街地の既存店舗への支援について！

　　ここ数カ月で中心市街地には多くの新規店舗がオープンしたように感じております。少しず
つ、昔のような賑わいが戻りつつある中で、これまで店舗等の事業を実施してきた既存店舗が、
さらに元気に事業を続けていくことも重要であると感じます。これから再開発事業が検討されて
いく中で、中心市街地の既存店舗を取り巻く環境は大きく変化していくことが想像されます。こ
の変化の中で、既存店舗が取り残されないよう、協力や支援が大切であると考えます。

　　ここ数カ月で中心市街地には多くの新規店舗がオープンしたように感じております。少しず
つ、昔のような賑わいが戻りつつある中で、これまで店舗等の事業を実施してきた既存店舗が、
さらに元気に事業を続けていくことも重要であると感じます。これから再開発事業が検討されて
いく中で、中心市街地の既存店舗を取り巻く環境は大きく変化していくことが想像されます。こ
の変化の中で、既存店舗が取り残されないよう、協力や支援が大切であると考えます。

は、船着き場だった生き証人のような「船つなぎ石」があり
ます。また、この辺りは「こんやまち」と呼ばれ、染物屋や染
物の職人が住んでいたことからその名が付いたようです。
こういった貴重な歴史遺産も本市の魅力であり、歴史的に
も景観面にも、活用頂くよう要望させて頂きます。

　現在、広瀬川を中心に川の流れを利用したイベントや河畔整備、それ
に伴う景観形成条例の制定など、広瀬川はソフトとハード両方の充実し
た取組みが始まっており、活性化の一躍を担うことと期待しております
が、馬場川等、他にも水路はあり、公共空間やその歴史をまちづくりに活
用すべきであると考えます。
　　かつては、馬場川に利根川が流れており、現在も中央通りの坂下に
は、船着き場だった生き証人のような「船つなぎ石」があり
ます。また、この辺りは「こんやまち」と呼ばれ、染物屋や染
物の職人が住んでいたことからその名が付いたようです。
こういった貴重な歴史遺産も本市の魅力であり、歴史的に
も景観面にも、活用頂くよう要望させて頂きます。

旧中央小跡地旧中央小跡地

市立前橋高校市立前橋高校

中心市街地中心市街地

馬場川の船つなき石馬場川の船つなき石


